
タイトル 
（活動概要） 68 はっきりと断る 

アプローチ 

（関連する力）

「仲間づくり」⑦ 
「集団づくり」⑱ 

タイミング 

（実施時期） 
通年 

活動 

場所 
教室 所 要 

時 間 
４５分 

対象学年 
幼・小低・小中・小高 
中１・中２・中３・高 

対象 

規模 学級・学年
活 動 

場 面 道徳・総合学習 

活 動 の 

ね ら い 

＜背景＞友達からの悪い誘いをはっきりと断れない子どもが多い  
・自分の考えを分かりやすく話し、考えの違いを大切にしながら会を進める 

・非行に誘われた場面で様々な対応のしかたを検討し、その中から自己主張的な行 
動（断り方）を学び、生かそうとする 

・自分の考えをはっきり伝えたり、グループの人の考えの良さを受け止めたりする 

準  備 ・ワークシート(A～G までの答え方・よい答え方悪い答え方) ・進行表 

学 習 ・ 活 動 支援の観点・留意点等 資料等 

１ 導入 
 
 
・ロールプレイングのやり方を知る 
 
 
２ 主活動 
○グループごとにプログラムを行う 
・A から G までの答え方をロールプレイする 
・「よい答え方」「悪い答え方」を分類する 
・グループでどれがよい答え方か話し合う 
○答え方についてまとめる 
・グループごとの結果を見ながら話し合う 
○はっきり断る言葉を考え、練習する 
・断る言葉をワークシートに記入する 
考えた言葉を使って順番にロールプレイをす

る 
○学習のまとめをする 
・考えた言葉を発表し、これからすべき態度を

 確認する 
３ ふりかえり 
・今の自分に必要な見方、考え方をふり返る 

 
 
 
・教師がロールプレイの見本を示

し、課題や学習の進め方につい

て説明する 
 
・参加は強制せず、自然に参加で

きるよう十分に意識付けを行う 
・進行状況を見ながら助言する 
・話し合って答えをグループで一

つにする 
・非行に誘われた場合、相手の気

持ちを考えることは必ずしも必

要でないことを押さえる 
・ロールプレイは、決意表明であ 

 るのでしっかり行うように声を 

 かける 
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・全体で発表してもらいたい答え

をピックアップしておく 
 

 
 
 
・A～G までの

 答え方カー 
 ド 
・ワークシート

・進行表 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

友達にいけないこと（万引き）に誘われたとき、はっきりと断る方法について考えましょう 

・ロールプレイ、ふり返り終了後は、グループ内で拍手のねぎらいを実施するよう指

示するとよい 
・誘う役はあまり感情移入しないで行うよう指示する 
・小中交流授業としても実践可能（小学生 4 人中学生 2 人で 1 グループにし、中学生

に進行係としてリーダーシップを発揮する場面をつくった） 
配慮事項 

・学年で実施する場合は、グループの活動状況を把握するため、教師間で役割分担を

明確にしておく 
・学級内で行う場合は、５・6 人グループをつくって行うとよい 
・設定場面を変更することで、喫煙、薬物など、その他の非行防止プログラムとして 
 改編することもできる 

参考：國分康孝監修 押切久遠著「非行予防エクササイズ」（図書文化 2001 年） 



ワークシート（～はっきり断る～） 

 

◎ 設定場面は、万引き、喫煙、薬物など、児童生徒、学年などの状況などに応じて、必要なプロ

グラムに変更可能です。 

◎ 断り方は、自己主張型、受け身型、攻撃型の３パターンで構成し、どの断り方が望ましいかグ

ループで話し合い、自分なりの対処法について考えることができるようにします。 

 

場面   ゲームソフトの万引きに誘われて 

誘い役  おもしろそうなゲームソフトがあるんだけど、 

     ちょっと、ついて来てくれない？  
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見ているだけでいいからさぁ  

だれも見てないし、見つからなければ大丈夫だからさぁ 

Ａ   それって、万引き？・ ・ よくないことだらか、やめた

方が 

いいよ 

Ｂ   べつに、いっしょについていくだけならいいけ

ど ・ ・ ・ 

Ｃ   いやだよ！ ばかじゃない！！ 

Ｄ   先生に心配かけたくないし、やめとくよ 

Ｅ   う～ん、 それって、あまりほしくないんだけど ・ ・ ・ 

Ｆ   警察につかまるぞ！ 君がそんなことをするとは思わな

かったよ 

Ｇ   だめだよ ぼく（わたし）は、そういうことは絶対にし

ないんだ。 だから、やめなよ 

 


